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特別活動～「学級活動」編～ 

  

 

 

 

中学年の学級会グッズ 

  



図書室を支える

 

 図書室に入ってひときわ目につくのが、画用紙の花や葉っぱが一面に貼り付

けられた掲示物です。よく見ると、一つ一つに子供たちの「おすすめの本」が書

き込まれています。「この本知ってる！」「この本を借

りたい！」と、会話が弾みます。書架には、日本人女

性がアフリカで会社を立ち上げるまでの道のりが書

かれた本とともに、この本を薦めるポスターが貼って

あります。タイトルだけでは子供たちが手に取りづら

い本ですが、分かりやすく魅力的な文章に惹かれて、

立ち止まる子供が増えてきました。これらは、図書ボ

ランティアに所属する保護者の方が作ったものです。この他にも、季節に合っ

た掲示物や読書に関する飾りが、明るく楽しい図書室に子供たちを呼び込んで

います。 

 子供たちが、本を借りやすいように環境整備をするのも図書ボランティアの役割です。書架の

整頓をして、本が探しやすくなるように並べたり、ページが破れた本

の修繕をしたりします。子供と一緒に分類番号を見ながら、正しい場

所に返す手助けをすることもあります。 

 今年度は、図書室にリクエストを募る箱も置きました。ボランティ

ア活動費から、子供たちが読みたいと思っている本を購入し、図書室

にプレゼントします。たくさんのリクエストがあり、子供たちの喜ぶ

顔を思い浮かべながら選書をしています。 

 各教室に置かれた学級文庫も、図書ボランティアのみなさんが毎年準備をし

ています。古本や寄贈本の中から、子供たちが興味をもちそうな本や読んでほ

しい本を選び、発達段階に応じて、学年ごとに分けます。たくさん読んでも本

が傷みにくいように、一冊一冊、表紙に手作業でブッカーをかけます。クラス

の全員が手に取れる冊数の本を全学級分用意するため、前の年度の一年をかけ

て準備していく大変な作業です。学期ごとに学年の中で交換をするので、一年

間で１２０冊もの本を読むことができます。学級文庫をきっかけに読書の楽し

さを味わう子供も多く、中には、学級文庫で読んだシリーズ本の続きを図書室

に探しに来る子もいます。 

今年度もたくさんのアイデアで子供たちと本との出会いを後押ししている

図書ボランティア。ボランティアの方が楽しみながら

活動していることが、子供たちのわくわくする気持ち

につながっています。図書室が、本好きの子供たちで

あふれるように、今後も活動が続きます。 

子供たちの「おすすめの本」 

本の紹介 

書架の整理 

返却の手助け 

本のリクエスト募集箱 
学級文庫の準備 



 


